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国
の
防
衛
政
策
の
変
革
や
防
衛

力
整
備
の
見
直
し
に
よ
り
、
自
衛
隊

で
は
組
織
の
縮
小
や
自
衛
官
数
の

削
減
が
進
ん
で
お
り
、
道
内
で
も
自

衛
隊
の
体
制
見
直
し
に
よ
る
影
響

が
各
地
で
出
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
国
家
公
務
員
定
数
削
減

の
方
針
や
防
衛
計
画
大
綱
の
見
直

し
等
に
よ
り
、
自
衛
隊
は
さ
ら
に
削

減
や
統
廃
合
さ
れ
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
、
北
海
道
の
自
衛
隊
を
取
り
巻

く
環
境
は
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
は
、
駐
屯
地
の
あ
る
新

ひ
だ
か
町
に
と
っ
て
、
非
常
に
 憂
  慮
 

ゆ
う
 り
ょ

さ
れ
る
問
題
で
あ
り
ま
す
。
も
し
、

駐
屯
地
が
縮
小
さ
れ
た
ら
？
今
月

は
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
触
れ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

　
陸
上
自
衛
隊
静
内
駐
屯
地
は
、
昭

和
　
年
の
分
屯
地
開
庁
以
来
、
陸
上

３９
自
衛
隊
の
高
射
砲
や
地
対
空
ミ
サ

イ
ル
の
実
射
撃
訓
練
場
と
し
て
、
防

衛
力
強
化
の
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
お
り
、
駐
屯
地
の
存
在
は
新
ひ
だ

か
町
に
と
っ
て
、
国
防
の
一
端
を

担
っ
て
い
る
こ
と
で
貢
献
し
て
い

る
こ
と
に
合
わ
せ
、
特
に
静
内
対
空

射
撃
場
は
、
国
内
唯
一
の
対
空
実
射

訓
練
場
と
い
う
こ
と
か
ら
、
極
め
て

貴
重
な
も
の
で
あ
り
、
全
国
か
ら
年

間
３
万
人
を
超
え
る
隊
員
が
訓
練

に
訪
れ
、
日
々
厳
し
い
訓
練
に
励
ん

で
い
ま
す
。

　
静
内
駐
屯
地
の
部
隊
編
成
は
、
第

７
高
射
特
科
連
隊
を
は
じ
め
９
部

隊
か
ら
編
成
さ
れ
て
お
り
、
日
々
の

訓
練
を
通
じ
て
職
務
を
遂
行
す
る

と
と
も
に
、
災
害
発
生
時
に
は
各
種

支
援
の
た
め
派
遣
（
※
参
考
臼
）
さ

れ
、
住
民
の
安
全
確
保
に
努
め
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
夏
ま
つ
り
や
マ
ラ
ソ
ン
大

会
、
自
治
会
活
動
な
ど
（
Ｐ
３
写

真
）
、
地
域
の
活
動
に
積
極
的
に
参

加
し
て
い
ま
す
。

　
も
し
、
自
衛
隊
が
縮
小
さ
れ
た

ら
、
新
ひ
だ
か
町
に
ど
の
よ
う
な
影

響
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
国
の
安
全
は
も
と
よ
り
、
災
害
時

に
お
い
て
自
衛
隊
に
よ
る
す
み
や

か
な
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
困
難

に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
住
民
の

生
命
及
び
財
産
を
守
る
こ
と
が
難

し
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
地
域
経
済
に
も
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
静
内
駐
屯
地
の
隊
員
約
　
名
と

４００

そ
の
家
族
の
方
々
の
町
内
に
お
け

る
、
衣
食
な
ど
家
計
消
費
支
出
の
ほ

か
、
町
税
や
国
か
ら
の
各
種
交
付
金

や
補
助
金
な
ど
の
歳
入
も
あ
る
な

ど
、
静
内
駐
屯
地
の
所
在
に
よ
る
経

済
効
果
は
多
大
な
も
の
が
あ
り
ま

す
（
※
参
考
渦
）。

　
な
に
よ
り
も
、
こ
れ
ま
で
自
治
会

活
動
や
町
の
文
化
・
芸
術
活
動
を
は
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じ
め
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
積
極
的

な
参
加
な
ど
、
そ
の
存
在
は
地
域
に

深
く
根
付
い
て
お
り
、
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
う
え
で
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
お
り
、
地
域
の
活
動
が
停
滞

す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　
町
で
は
こ
れ
ま
で
、
北
海
道
や
自

治
体
で
組
織
す
る
北
海
道
駐
屯
地

等
連
絡
協
議
会
や
各
種
関
係
団
体

と
協
力
し
、
自
衛
隊
の
体
制
維
持
に

つ
い
て
、
国
な
ど
へ
の
要
望
活
動
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
役
場
静

内
庁
舎
前
に
『
自
衛
隊
体
制
存
続
維

持
を
』
と
懸
垂
幕
を
掲
げ
て
（
左
写

真
）
町
の
姿
勢
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

ま
す
。

　
今
後
も
、
各
関
係
団
体
と
協
力
し

要
望
活
動
を
行
う
ほ
か
、
町
広
報
誌

や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
活
用
す

る
な
ど
し
、
自
衛
隊
体
制
維
持
活
動

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
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※１

※１  自衛隊の体制や装備の整備水準など、今後の防衛力の基本的指針を示すもの
役場静内庁舎に掲げた懸垂幕

新ひだか町と自衛隊

３

自衛隊の地域活動への参自衛隊の地域活動への参加加

陰 新ひだか町夏まつりで阿波踊り

　 を披露

隠 シベチャリ駅伝大会に自衛隊

　 チームとして参加

韻 町防災訓練に参加し、地域の防

　 災活動に貢献

吋 町民と隊員の音楽の集いでは、

　 壮大な音楽で観客を魅了

右 しずないウインターデ・ライトで

　 は、幻想的なキャンドルを作成

陰 隠 韻

吋 右
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備　考派遣内容災害名場　所時　期

煙車両数：１８両煙人数：３００名  煙日数：２日間給水支援、復旧活動水　害静内、厚賀Ｓ５６．８

煙車両数：３５５両煙人数：９７７名  煙日数：７日間給水支援、復旧活動浦河沖地震浦河、三石Ｓ５７．３

煙車両数：１９両煙人数：４３名  煙日数：４日間給水支援、土のう補強水　害静　内Ｈ ７．８

煙車両数：１２両煙人数：５０名  煙日数：２日間行方不明者捜索行方不明者静　内Ｈ ９．８

煙車両数：５両煙人数：３２名  煙日数：１日間行方不明者捜索行方不明者静　内Ｈ１１．１０

煙車両数：５７１両煙人数：２,５５２名煙日数：１１７日間輸送支援、特別活動支援有珠山噴火虻　田Ｈ１２．３

煙車両数：９６両煙人数：５７５名  煙日数：１１日間人命救助、給水支援、行方不明者捜索台風１０号新冠、厚賀Ｈ１５．８

煙車両数：１２両煙人数：１２４名  煙日数：２日間給水活動十勝沖地震三石、浦河Ｈ１５．９

煙車両数：６両煙人数：１２名  煙日数：３日間給水活動水　害鵡　川Ｈ１８．８
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【周辺整備関係】

　新ひだか町では、役場庁舎や学校の改修、消防機材や漁業用施設の設置として、昭和４８年からの事業累計で１９億
４,５００万円の補助を受けており、また、漁場に対する補償として昭和４８年から累計して５１億１,４００万円（平成１６年以前
は静内分のみ）の補償を受けています。

【国からの補助金・交付金、町税関係】

　自衛隊が所在することによる、国からの交付税や補助金、交付金として平成２０年度は１億７,１４０万円（各交付金等
の合算）を受けており、また、自衛隊員が町税として納めている額は、平成２０年度では３,３００万円になります。

【家計消費支出】

　隊員やその家族の、衣食などに関する家計消費支出を考えると、北海道の１世帯あたりの家計支出金額の平均額
である３１３万円を用いて試算すると、すべてが新ひだか町で消費されるわけではありませんが、年間１２．５億円に上
る計算になります。また、静内駐屯地の維持等に使われる物件費は年間１億９,５００万円（平成１９年度）になります。

参考臼

※自衛隊世帯数４００世帯として算出
※家計支出金額は、北海道中小企業総合センター家計消費支出調査による北
　海道における、平成２０年５月から平成２１年４月までの家計消費支出を参考

参考渦


